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吹田草牧の欧州遊学をめぐって
豊 田 　　郁
Concerning the European study of Soboku-Suita
TOYOTA Fumi
Previous studies have revealed that the reception of western art in Japanese 
artists. The purpose of this study is to explore the reception of western art in a painter as 
Soboku-Suita. Therefore we alalyzed the understanding of western art and creation 
activity in the European study. Analysis of the European study of Soboku revealed that he 
liked Oriental fine arts, Italian fresco and French modern painting. He experienced the 
trend of the French modern painting actually and learned Italian fresco and antique once 
more. This result suggests the importance of the Italian fine arts in western art reception. 
In other words, Italian fine arts were related to modernization of a Japanese painting.
キーワード：吹田草牧　欧州遊学　西洋美術受容　土田麦僊　国画創作協会
はじめに
　近代日本画家は，洋画と対等の新しい日本画をめざし，西洋美術から積極的に表現を摂取した。西洋
美術をどのように理解し，日本画にいかに摂取しようとしたのかを検討するうえで，日本画家たちの西
洋体験は，近代日本画の歴史の上でも重要な意味をもつ。
　近代日本画を代表する画家の一人である竹内栖鳳（1864-1942）は，明治33年（1900）パリ万博の視察
のため渡欧し，西洋美術の実物観察に基づいた写生を日本画に採り入れて，以後の日本画家に影響を与
えた。栖鳳門下の日本画家が中心となって結成された国画創作協会は，大正10年（1921），渡欧を断念し
た村上華岳（1888-1939），榊原紫峰（1887-1971）を除く，土田麦僊（1887-1936），小野竹喬（1889-
1979），野長瀬晩花（1889-1964）ら創立会員がヨーロッパへ出発し，案内役として渡欧経験があり麦僊，
竹喬らと黒猫会，仮面会といった美術運動に参加した，洋画家の黒田重太郎（1887-1970）が同行した。
　続いて翌年に，京都府の派遣により，第二回展覧会より会員となった入江波光（1887-1948），国画創
作協会の顧問をつとめた中井宗太郎（1879-1966），国画創作協会関係者ではないが京都市立絵画専門学
校で波光と同僚であった日本画家菊池契月（1879-1955）が渡欧することになり，中井の妻あいと表具店
春芳堂の若主人である伏原佳一郎，会友として活躍した吹田草牧（1890-1983）が同行した。
　このうちで比較的滞在期間が長く，美術館や画廊，教会を見てまわった感想を日記や書簡に留め，そ
東アジア文化交渉研究 第10号
134
れらが公刊されているのは，土田麦僊と吹田草牧である。草牧は，明治23年（1890）大阪市に生まれ，
国画創作協会の会友として活躍し，国画創作協会解散後は甲斐庄楠音とともに「新樹会」の幹事をつと
めた画家である。
　草牧は偶然大阪で化粧品商を営んでいた義兄広瀬久吉の援助を得ることができ，国画創作協会の創立
会員たちと同時期に欧州遊学した。草牧らは，大正11年（1922） 4 月18日に神戸を出港し， 5月31日パ
リに到着，パリではオテル・ビッソンに滞在し，イギリス，ドイツ，イタリア，スペインをまわり，大
正12年（1923） 7 月26日に帰国の途についた。草牧はこの間日記を記しているが，その一部は，『京都国
立近代美術館ニュース「視る」』に平成 4年（1992） 9 月号から27年（2015） 5 - 6 月号まで93回にわた
って「渡欧日記」として連載された。また，ヨーロッパから姉・しづや弟・宏二に宛てた書簡を送って
いるが，その一部が田中日佐夫氏により整理され，平成 3年（1991） 1 月に『美學美術史論集』第八号
第二部「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」として掲載され刊行された。
　さきに拙稿において，土田麦僊の遊学期の書簡を整理し，大正期の代表的な日本画家の一人が，どの
ようにヨーロッパを見て，その体験をいかに摂取していったかを辿ろうとした。1）本論文も同じ趣旨に基
づくものであり，草牧が欧州遊学によって西洋美術をどのように理解し，その理解を作品にいかに摂取
していったかを検討することで，国画創作協会の画家における西洋美術受容の解明を目的とする。
　草牧は麦僊と比較すると日本画史上の知名度は劣るが，国展の創立会員らと同時期に遊学した，唯一
の国展第二世代の画家であることを重要視し，本論文でとりあげる。草牧がパリに到着したときにはま
だ麦僊，晩花，黒田がパリに滞在しており，草牧は帰国が遅かったため，晩花，波光，中井，菊池，黒
田，麦僊らの帰国を見送っており，それぞれの画家との交流もあった。とりわけ麦僊とは師弟関係にあ
り，また黒田とは母方の従兄関係であり，さらに家が近所であった波光とはかなり親しい仲であったよ
うである。
　以上の条件を備えた草牧の欧州遊学の分析は，国画創作協会の画家たちが欧州遊学を通じてどのよう
に西洋美術を受容したかを理解するうえで重要であると考えられる。
　そのため，本論文では，草牧が欧州遊学期に記した日記，ヨーロッパから送った書簡を整理し，草牧
が欧州遊学で実見した西洋美術の整理，西洋美術に対する見解の考察，現地で制作した作品の分析を目
的とする。加えて，麦僊・波光を中心とした，国画創作協会の関係者たちについても，欧州遊学時の動
向，西洋美術に対する見解について再検討し，草牧との比較を行う。
　まず，日記・書簡に基づき草牧の欧州遊学を概観する。次に，欧州で実見した西洋美術とそれらに対
する感想・批評を整理し，草牧がどのように西洋美術を理解したのか，西洋美術に対する評価の観点が
どこにあったのかを分析する。最後に，ヨーロッパで制作したデッサン，模写，風景画と《ポジリポの
漁家》とを分析し，西洋美術をいかに作品に摂取していったかを検討する。あわせて，麦僊や波光との
関わりを整理し，西洋美術受容の比較検討を行う。
1）	豊田郁「土田麦僊の欧州遊学をめぐって」『文化交渉 東アジア文化研究科院生論集』第 5号（2015年11月）43-63頁。
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一，草牧の欧州遊学について
　はじめに，草牧の略歴に触れておきたい。明治23年（1890）草牧は大阪の商家に生まれた。吹田家は，
醤油や酒の問屋，海運業を営んでおり，草牧の父は五代目であった。ハイカラ好みの父親の影響により，
吹田家には西欧崇拝の気分が満ちていたようであるが，草牧の父は事業に失敗し，さらに草牧が15歳の
ときに急逝してしまった。しかし，吹田家の家計を支えた兄佳三の影響もあり，草牧はYMCA英語学
校の夜学に入学し，明治40年（1907）17歳のときに日本基督教会大阪西教会にて洗礼を受けるなど，西
洋文化に親しんだようである。草牧の洗礼名は「Mark」であり，草牧には「MARCO」「MARC	K	
SOUITA」「馬留哥」という印章も確認できる。
　西欧文化に親しんだ環境に加えて，関西美術院に学び後に信濃橋洋画研究所を開設した洋画家黒田重
太郎と従兄関係にあり，草牧ははじめ洋画家を目指し，関西美術院，東京の葵橋洋画研究所に入るが，
どちらも長続きしなかった。転機が訪れたのは，大正 3年（1914）24歳のとき，草牧は日本画家竹内栖
鳳の門下生となり，日本画に転向した。草牧を栖鳳に紹介したのは，京都府京都市出身の日本画家で，
京都市立絵画専門学校で栖鳳に師事した入江波光だと伝えられている。入門のとき，自分で「草牧」と
雅号をつけたとされる。栖鳳は「日本画だからなどと態度を変える必要はありません。今まで通り洋画
をやるのと同じ調子でやって行かれたらいいと思います。」と告げたと伝えられており2），草牧の作品に
は洋画の手法や洋画で好まれたモティーフが確認できる。
　大正 6 年（1917）頃からは，衣笠園に画室を新築した土田麦僊に師事するようになった。大正 7 年
（1918）《神島》（図 1）や大正 8年（1919）《伊豆夏景》（図 2）は，明るい色彩と点描のような表現を用
いた風景画であり，草牧は印象派の手法を用いた風景画に関心を寄せていたのであろう。加えて，大正
初期，麦僊，竹喬らが印象派と南画を融合させたような風景画を描いており，草牧も，直接あるいは間
接に彼らの影響を受け，日本画と西洋画の手法を組み合わせた風景画を試みたと考えられる。大正 7年
（1918）に第一回展が開かれた国画創作協会には出品したが落選し，第二回展に《伊豆夏景》が入選，第
三回展で《真鶴の二月》が選外に選ばれた。
　草牧は，国画創作協会日本画部の解散後，旧国展の若手会員らと「新樹社」を創立し，幹事役を引き
受けており，第二世代の画家を代表する人物の一人であるが，草牧に関する先行研究は少ない。平成 7
年（1995）に笠岡市立竹喬美術館で開催された遺作展の図録3）と，図録に掲載された上薗四郎氏による
論文4），田中日佐夫氏による論文5）は，草牧を知る貴重な資料となっている。
　先述したとおり，草牧の欧州遊学については，日記・書簡の紹介が行なわれており，本節では，それ
らを基に草牧の欧州遊学について概観したい。草牧は，大正11年（1922） 5 月30日パリに到着し，大正
2）	田中日佐夫「吹田草牧の作品と文章―上―「真鶴の 2月」の場合」『三彩』497号（1989年 2 月），93頁。
3）	『吹田草牧―日本画と洋画のはざまで―』（笠岡市立竹喬美術館，1995年）。
4）	上薗四郎「吹田草牧の画業」『吹田草牧―日本画と洋画のはざまで―』（笠岡市立竹喬美術館，1995年），74-79頁。
5）	田中日佐夫「吹田草牧―その人と作品と文章―」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月）， 3 -30頁。田中日
佐夫「吹田草牧の作品と文章―上―「真鶴の 2月」の場合」『三彩』497号（1989年 2 月），91-94頁。田中日佐夫「吹
田草牧の作品と文章―下―「ポジリポの漁家」の場合」『三彩』498号（1989年 3 月），86-90頁。
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12年（1923） 7 月末に帰途に着いた。一年余りにわたる草牧の欧州遊学の行程を整理すると，パリに約
6 ヶ月，イタリアに約 4 ヶ月滞在し，イギリス，ドイツ，スペインに旅行している。パリでは，麦僊，
竹喬，波光と同じオテル・ビッソンに滞在した。先行研究と重複する部分もあるが，以下，三期に分け
て，欧州遊学で訪れた美術館・教会や画廊，実見した美術作品に対する評価，麦僊や国画創作協会の関
係者たちとの関わりを整理し，草牧の欧州遊学を分析するための手掛かりとしたい。
1 ，前期―パリ・イギリス・ドイツ
　大正11年（1922） 5 月31日のパリ到着から同年10月 1 日までのイギリス・ドイツへの小旅行を含むパ
リ滞在期間を前期とする。
　まず，パリで最初に見た展覧会は，ローザンベール画廊で開催されていた「十九世紀絵画展覧会」で，
セザンヌ（Paul	Cézanne,	1839-1906），ゴッホ（Vincent	Van	Gogh,	1853-1890），ゴーギャン（Paul	
Gauguin,	1848-1903），ルノアール（Auguste	Renoir,	1841-1919），ピサロ（Camille	Pissarro,	1830-
1903），クールベ（Gustave	Courbet,	1819-1877），マネ（Édouard	Manet,	1832-1883），ルドン（Odilon	
Redon,	1840-1916），コロー（Jean-Baptiste	Camille	Corot,	1796-1875），ミレー（Jean-François	Millet,	
1814-1875），アングル（Jean	Auguste	Dominique,	1780-1867）など写真で見た作品が沢山あると感動
したようである。そして，デッサンを充分に勉強しなければならないと述べ，自身の欠点をデッサンの
力不足であると反省した。6）草牧はパリ到着の 3 週間後頃からアカデミー・グランド・ショミエール
（Académie	Grande	Chaumière）に通いデッサンを学んでおり，アカデミーでの学習については三章で
述べる。
　また，パリ到着から約 2ヶ月間，草牧はルーヴル美術館を繰り返し訪れており，ベルネーム・ジュー
ヌ画廊，ローザンベール画廊，ラ・リコルヌ画廊，ドリュエ画廊などの画廊を訪問した。とりわけ， 6
月 8 日黒田に連れられ波光と訪れたラ・リコルヌ画廊のアンドレ・ロート（André	Lhote,	1885-1962）
の展覧会は，草牧にヨーロッパの新しい芸術理論を示し，影響を与えたようである。
　このほか草牧が実見し，関心を持った西洋美術作品として，ピサロの「杏の花のある風景」がある。
また，ルーヴル美術館のアングル《浴婦人》《臥せるオダリスク》には，人物デッサンの観点から感心を
もった。
　ついで，前期には，中井・入江・菊池・伏原と 8月 6日から15日までイギリスに， 8月20日から 9月
10日までドイツに旅行した。ロンドンでは大英博物館，ナショナル・ギャラリー，ヴィクトリアアンド
アルバート美術館，ベルリンではベルリン美術館，ナショナル・ギャラリー，ドレスデンではツヴィン
ガー美術館を訪れた。
　しかし，日記や書簡の記述を整理すると，イギリス美術やドイツ美術に関する記述は少なく，アッシ
リアのフリーズ彫刻や古代エジプトの棺の蓋などの古代美術，フラ・アンジェリコ（Fra	Angelico,	1387-
1455），ラファエロ（Raffaello	Santi,	1483-1520）などのイタリア・ルネサンスの絵画，ルノワール，セ
6）	「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月，成城大学大学院文学研究科），
58頁。
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ザンヌ，マネ，マティス（Henri	Matisse,	1869-1954）などのフランス近代絵画に対する記述が目立つ。
つまり，この時期の草牧の西洋美術に対する関心は，イタリア・ルネサンス期の絵画，フランス近代絵
画，オリエント，エジプト，ギリシャの古代美術に集中していたといえよう。
　草牧は 9月11日に再びパリに戻り，その後はリュクサンブール公園やモンモラシーなどで写生をした
り，先述した画廊へ通ったりした。この時期には，麦僊に誘われ，麦僊がテンペラによる風景画を制作
したセーヌ川下流の小村ヴェトイユを訪れ，麦僊が恋愛関係になったアンリエットというフランス女性
とも会っている。7）
　国画創作協会の関係者との交流を見ると，既に日本へ帰国していた竹喬，大正11年（1922） 9 月22日
に帰国の途についた晩花に関する記述は少なく，師である麦僊，従兄の黒田，古くからの知り合いであ
る波光との交流がうかがえる。このとき麦僊はアンリエットとの恋愛に熱心であったようで，草牧らを
ヴェトイユに招きアンリエットと会わせており，アンリエットに送る手紙の文句を草牧に考えさせてい
る。草牧は，黒田や波光の西洋美術に対する鑑識を評価し，尊敬していたようである。中井宗太郎夫妻
に対しては日本にいた頃からあまりよい感情を抱いておらず，欧州遊学期においてもその感情は変化し
なかった様子がうかがえた。契月は国画創作協会の関係者ではないが，草牧は偉ぶらず真面目で純粋な
人柄に好印象を抱いたと記している。
2 ，中期―イタリア
　大正11年（1922）10月 2 日から翌年 1 月27日までの約 4 ヶ月のイタリア滞在を中期とする。草牧は，
フィレンツェ，ローマ，ナポリを中心に，ミラノ，パドヴァ，ヴェネツィア，アッシジ，アマルフィな
どに滞在した。
　まず，草牧は18歳で洗礼を受けておりプロテスタントを信仰していた。キリスト教徒として，イタリ
ア滞在は特別な意味があったのではないかと考えられるが，田中日佐夫氏が指摘される8）ように，草牧
は現地の信仰の場になじもうとはしておらず，イタリア滞在期の資料には，信仰による感動はほとんど
綴られていないといってもよい。むしろ，ローマ，サンタ・マリア・マッジョーレ大聖堂や，サン・ピ
エトロ大聖堂では，華美な装飾に対して「世界一の成金」であるとし，カトリックの腐敗を嘆き，不快
さえも感じている。草牧は「カトリックの今日は昔の偉大な芸術を守って行くのみだ」9）とも述べており，
同時代のカトリックに対して不満を抱いていたようである。
　次に，イタリア美術のなかでは，ジョット（Giotto	di	Bondone,	1267-1337），フラ・アンジェリコら
を中心としたプロト・ルネサンス期とルネサンス期のフレスコ画に関心を抱き，模写や写生を行った。
また，ポンペイの壁画に対して，「頭に革命が起った」と述べる程感心し10），「パリへ戻った後の勉強の方
7）	柏木加代子氏による研究『かきつばた　土田麦僊の愛と芸術』（大阪大学出版会，2003年）がある。
8）	田中日佐夫「吹田草牧―その人と作品と文章―」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月），20-21頁。
9）	「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月，成城大学大学院文学研究科），
140頁。
10）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（40）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第353号（1996年11月）， 6頁。
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法が見えたような気がする」という自信を得た11）。
　また，制作をみると，ジョットの作品やポンペイの壁画などフレスコ画の模写のほか，イタリア風景
を題材とした写生や作品制作を行っており，《ポジリポの漁家》（図 3）は草牧の欧州遊学期を代表する作
品である。また，パリに戻ってから制作した作品にもイタリア風景を主題とした風景画が数点ある。
　イタリアへははじめ波光，契月，中井夫婦，伏原とともに出発したが，その後伏原は10月19日にパリ
へ戻り11月18日の香取丸で帰国の途につき，中井夫婦，契月は草牧らと別れて10月26日アッシジへ向か
っており，草牧は波光と二人で翌年 1月28日にパリに戻るまでの 3ヶ月余りの間イタリアに滞在した。
ほかの国画創作協会の画家たちと比較すると，草牧と波光の滞在期間は長く，イタリア滞在が欧州遊学
のキーポイントであったといえよう。
3 ，後期―パリ・スペイン
　イタリアから帰国した大正12年（1923） 1 月28日からマルセイユを出航する筥崎丸で帰国の途につい
た 7月29日までを後期とする。
　まず，この時期には，はじめのパリ滞在とは異なり，ルーヴル美術館よりも，画廊を訪れる割合が高
くなっている。午前はホテルで制作し，午後は主に画廊や美術館，アカデミー，オペラを訪れた。
　次に，西洋美術に対する関心は，イタリア滞在を経て，ポンペイの壁画に影響を受けたルノワールの
ほか，セザンヌ，ビシエール（Roger	Bissière,	1888-1964）など，フランス近代絵画における「立体的
な物の見方」を評価するようになった。
　また，制作に関しては，依頼画のため制作時間が増加しており，主にイタリア風景を主題とし，テン
ペラ絵具による彩色を試みるがうまく行かず，試行錯誤している様子がうかがえる。
　交友関係では，大正12年（1923） 2 月22日に波光・契月・中井夫妻， 3月 8日に黒田， 3月21日に麦
僊が帰国した。草牧の書簡からは，黒田と麦僊の不仲に悩む様子もうかがえる。草牧は黒田の美術論，
鑑識と比較し，麦僊の美術論，西洋美術に対する知識の怪しさを批判的に見ているが，麦僊と黒田の関
係については，洋画家と日本画家がお互いを憎み合うために関係の悪化に拍車をかけているのではない
かと述べている。12）草牧の苦悩からは，日本人画家同士であっても，日本画家と洋画家の間は溝があった
とうかがえる。
　彼らの帰国後は，石川県に生まれ栖鳳に師事した日本画家広田百豊（1876-1955），富山県に生まれ栖
鳳に師事し，帝展審査員・京都市立絵画学校の教授も勤めた日本画家石崎光瑶（1884-1947）らとの交流
が主になった。京都府生まれのキリスト教神学者，牧師である高倉徳太郎（1885-1934）とキリスト教の
信仰について語り合ったりもしている。
　また，カンペール，ポンタヴェン，コンキャルノーなどブルターニュ地方に約 2週間写生旅行をした。
帰国の直前には，スペイン，南フランス，リヨンに訪れたが，とりわけスペインでは， 5日間の滞在に
11）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（52）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第370号（1998年 5 月）， 6頁。
12）	「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月，成城大学大学院文学研究科），
218-220頁。
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も関わらず，ベラスケス（Diego	Velázquez,	1599-1660）やトレドの町の景色に，「古雅」な趣きを感じ
絶賛した。
　以上，日記・書簡に基づき草牧の欧州遊学の概略を整理してきた。結果として，草牧が主として以下
の三種類の西洋美術，①アッシリア，エジプト，ギリシャなどの古代美術，②ポンペイの壁画とルネサ
ンスの絵画を中心とするイタリアのフレスコ画，③後期印象派やキュビスムといったフランス近代絵画
を実見したと理解できた。また，制作活動においてはデッサンの学習，ヨーロッパ風景の写生，《ポジリ
ポの漁家》などの作品制作が確認できた。欧州遊学期の作品については三章で詳しく述べる。交友関係
をめぐっては，麦僊，波光，黒田との親密な交流と，麦僊の美術論に対する不信感，黒田や波光の西洋
美術に対する鑑識への尊敬がうかがえた。
　そこで，二章では，実見した西洋美術に対する感想・批評を分析し，草牧の芸術理解について検討を
加える。
二，実見した西洋美術と草牧の見解
　本章では，草牧が実見した西洋美術を以下の四分類にし，それぞれをどのように理解したのかを文字
資料から考察する。まず，アッシリア，エジプト，ギリシャなどの彫刻を中心とする古代美術。次に，
イタリア・ルネサンスの絵画と，ポンペイの壁画。最後に，ルノワール，セザンヌ，ピサロ，アンドレ・
ロートといった印象派，後期印象派，キュビスムの画家たちを中心とするフランス近代絵画である。
1 ，古代美術
　まず，アッシリア，エジプト，ギリシャなどの古代彫刻と壁画を中心とする古代美術について分析す
る。これらの美術作品がもつ性格は，地域，時代や素材によって異なるが，本節では草牧の関心の分類
を重視し，古代美術として総称する。
　古代美術に関する記述は，遊学前期に集中している。特に，ルーヴル美術館にある，「アッシリアやシ
オレウス島の彫刻」に対して，古代彫刻の持つ「純真さ」と「深み」が見られる，美しい立派な芸術だ
と評している13）。また，「アッシリアの室では」，「単純で力に充ちた彫刻やバスルリイフの美しさが，私
を捕えてしまった」と述べた14）。資料には，アッシリアの彫刻やバスレリーフ（浮彫）という記述のみで
詳しい描写がないため，草牧が実見した資料の特定は難しいが，草牧の感想・評価からは，プリミティ
ブな造形に純粋な美を感じたことがうかがえる。
　イギリスでは，大英博物館やナショナル・ギャラリーを訪れ，インドの浮彫やエジプトの棺の蓋，ア
ジャンター石窟寺院の壁画の模写，パルテノン神殿のフリーズ彫刻やギリシャのフリーズ彫刻，グレコ・
ローマン時代の彫刻を実見した。特に，大英博物館では，波光の紹介状でワレムス博士という人物と面
13）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第304号（1992年10月）， 6頁。
14）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載Ⅳ」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第306号（1992年11月）， 7頁。
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会し，中央アジアの絵や壁画を見せてもらったという。草牧の関心はオリエント美術のみではなく，イ
ンドや中央アジアの美術にも及んでおり，古代彫刻あるいは古代壁画に対する関心があったといえよう。
　また，ドイツでは，ギリシャ彫刻やテラコッタ，壺に興味を示した。
　エジプトやギリシャの彫刻といった古代美術への関心は，麦僊や波光にもみられる。麦僊はエジプト
彫刻やギリシャ陶器，テラコッタを，波光はエジプトの棺の蓋やギリシャの水瓶，テラコッタを購入し
た。ここに，国画創作協会の画家たちに共通する古代美術への高い関心がうかがえる。草牧らが遊学し
た第一次大戦後のヨーロッパでは，印象派やセザンヌ以降の近代美術運動が行き詰まりをみせ，古代彫
刻から新しい芸術を生み出そうとしていたとされており，草牧たちもその影響を受けたと考えられる。
　古代美術への関心の背景が，簡潔で力強い造形，プリミティブな造形の純粋な美を評価する西洋近代
の芸術理論にあったとすれば，イタリアのフレスコ画への関心はどのような芸術理論に基づいていたの
であろうか。
2 ，イタリア・ルネサンスの絵画
　本節では，イタリア美術のうち，ルネサンスを中心とする絵画について論じる。草牧の書簡にはじめ
てイタリア美術に対する記述が見られるのは，前期パリ滞在のとき，ルーヴル美術館訪問の記録におい
てである。ルーヴル美術館ではフラ・アンジェリコやジョットの作品は余りよくないと失望し，ボッテ
ィチェッリ（Sandro	Botticelli,	1445-1510）のフレスコ画に歓喜したと記す15）。草牧は，「若い乙女や青年
の愛らしさや森を描いた緑青の深い色」を称えており，《ウェヌスに導かれ自由学芸の集いに迎えられる
青年》を指していると考えられる。「日本画の緑青や群青や朱や胡粉を見るような端麗な色調」に懐かし
さを感じたと述べた16）。フレスコ画と日本画とに同じ色調を見出す評価は，麦僊のルイーニやゴッツォリ
のフレスコに対する評価と共通している。
　フラ・アンジェリコは，草牧が関心を寄せた画家の一人であったようである。イタリア滞在前に，ル
ーヴル美術館，ロンドンのナショナル・ギャラリーでも，フラ・アンジェリコを実見した。しかし，フ
ィレンツェのサン・マルコ美術館で実見したフラ・アンジェリコは，二度実見して，「最初ほどの大きな
感銘を受けることができなかったと淋しくなった。」「やさしい情趣に満ちた絵であるが，中心に強く迫
る力が欠けている」17）と評価しており，アンジェリコの絵に欠けた力が，自身の芸術についても考えねば
ならない欠点ではないかと苦悩した。
　フラ・アンジェリコに対する評価と対照的に，プロト・ルネサンス期の画家ジョットに対する高い評
価がうかがえた。ジョットは，形式化された表現に空間表現や自然な感情表現をもたらした画家として
「西洋絵画の父」とも称される画家である。草牧はパドヴァのスクロヴェーニ礼拝堂の壁画に感心し，《キ
リスト降誕》（図 4）《死せるキリストへの哀悼》（図 5）を模写しており，「構図と色彩の隙間がない，
15）	「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月，成城大学大学院文学研究科），
64頁。
16）	「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月，成城大学大学院文学研究科），
64頁。
17）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（28）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第328号（1994年10月）， 4頁。
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どこを切り取っても充実した，力のこもったものであり，人物の組立に必然性がある」と評価してい
る18）。他にも，フィレンツェのサンタ・クローチェ教会バルディ礼拝堂の《聖母戴冠》はテンペラ画であ
るが，「背景の金箔とよく調和した聖母や基督の衣の美しい色」「壮厳な顔つき」「天使達の歓喜に充たさ
れた顔つき」19）を称えている。また，ウフィツィ美術館の聖母子像には，「聖母子の顔もその左右を囲む
天使の顔も非常に強くって，光々しい。その美しさは実に偉大なものだと思った。」20）と記した。つまり，
草牧は，ジョットの作品を，画面構成の必然性，色彩の調和，人物の表情の強く荘厳で美しい描写とい
う観点において評価したと判明した。
　さらに，フィレンツェ，サンタ・クローチェ教会バルディ礼拝堂のジョバンニ・ダ・ミラノ（Giovanni	
da	Milano,	1346-1369）の《聖母の生涯》《マッダレナの生涯》や，ヴェネツィア，アカデミア美術館の
ニッコロ・ジェリイニ（Niccolò	di	Pietro	Gerini,	1368-1415）の《マリア戴冠》などの作品も模写した。
ジョバンニ・ダ・ミラノは，16世紀ヴァザーリによりジョットの直系の弟子タッデオ・ガッディ（Taddeo	
Gaddi,	1300頃-1366）のもとで徒弟奉公したとされており21），草牧はジョットの弟子とみなしていたよう
である。ニッコロ・ジェリイニもおそらくタッデオ・ガッディの弟子であったとされる画家であり，草
牧がジョバンニ・ダ・ミラノやニッコロ・ジェリイニに関心を持った背景には，ジョットへの崇拝があ
ったと考えられる。
　ジョットは，国画創作協会を代表する画家の一人であり波光と親しかった華岳が関心を寄せた画家で
もあり，華岳はジョットについて，画因からくる趣味よりも「中世の純一な信仰」に興味を持ったと述
べた。草牧のジョットに対する関心には，キリスト教を信仰していたことからも，信仰者としての精神
への評価もあったと考えられ，また華岳の影響を直接あるいは間接に受けたものであったかもしれない。
　一方で，麦僊は「ヂヨツトの簡ケツもいゝけれども近代人はあのプリミチーブでは満足出来ない」22）と
評価しており，自分の空想する色形線を女性というモティーフを借りてロマンチックに表現したいとい
う麦僊は，ジョットの造形表現には満足できなかったと考えられる。
　本節ではイタリア・ルネサンスの絵画に対する理解の検討により，草牧と麦僊とはともにフレスコ画
に日本画と共通する色調を見出したが，一方で，ジョットに対する評価には違いがみられ，草牧はプリ
ミティブな造形と純粋な信仰の精神に惹かれたと確認できた。そこで，次節では，麦僊がジョットより
も自分には喜んだと述べたポンペイの壁画について草牧の評価を分析する。
18）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（23）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第323号（平成 6年（1994）5 月），
4頁。
19）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（26）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第326号（平成 6年（1994）8 月），
5頁。
20）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（28）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第328号（平成 6年（1994）10月），
4頁。《玉座の聖母子》（板絵にテンペラ）を指すと考えられるが，草牧は「麻布の上に胡粉を置いて，その上に油
絵具で描いたもの」と記している。
21）	現在はこの記述は信憑性を欠いているとみなされている。
22）	「土田麦僊滞欧書簡―妻・千代宛絵葉書」『美學美術史論集』第七号（1988年11月，成城大学大学院文学研究科），67頁。
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3 ，ポンペイの壁画
　イタリア滞在において，草牧が最も感心したものの一つが，ローマ時代のフレスコ画やモザイク画で
あった。特に，ローマ国立博物館やポンペイで実見したポンペイの壁画を熱心に見た様子が日記・書簡
からうかがえる。ポンペイの壁画について，どの壁画に関する記述かを正確に記していないため，実見
した資料の特定は難しいが，ここでは草牧の評価の観点を分析する。
　まず，ローマ国立博物館のフレスコ画を実見し，以下のように記した。
その美しさ。そのすばらしさ。私はすっかりまゐってしまった。私の頭ははじめ巴里へ着いたとき
ほどの強い驚異を感じた。頭に革命が起った。この革命よ根深いものであれ。23）
「革命が起った」という表現からは，ポンペイの壁画が草牧に与えた感動が伝わってくる。ついで，画題
や色彩表現について，以下のように記した。
画題にはホメロスの詩のオデツセウスなどをはじめ，様々の私の知らない物語や，ポンペイの世紀
末的な生活を思はせるやうな快楽的な題材を用ゐてあります。その筆致の確実な，その明暗や，色
彩の美しさ。すべては菫色と葡萄鼠と，群緑色と，暖かい肉色と，金褐色と，真珠色と象牙色と，
薔薇色とが入り乱れて，美妙な節奏をなして居ました。その自由さ，その透明さ。これらは私がは
じめて見たすばらしいものなのです。24）
この文章からは，筆致の確実さ，明暗や色彩の美妙な表現への評価が読みとれる。また，ポンペイ訪問
時には，「色の美しさ。人物の適實さ。黒地や赤地の壁の荘重さ。そこに描かれた唐草の繊細な美しさ。」25）
を評価しており，色彩の美，人物の的確な描写，スケールの大きさと繊細な表現の両立という草牧の評
価の観点がうかがえる。
　草牧は，パリに戻る直前にローマ国立博物館のフレスコ画を改めて実見し，次のように述べた。
色の美しさに就て前よりもはつきりと感じた。小さい断片，子供が遊んだり，山羊をからかったり，
葡萄を摘んだりして居る絵の方に多く興味をひかれた。金茶色，葡萄鼠色，灰紫色，真珠色などの
諧調の美しさは実にたまらないほどであった。26）
前述した快楽的な題材よりも子供が遊ぶ牧歌的な情景という興味は草牧らしいといえよう。ローマ国立
博物館，ポンペイでの見解からは，色彩の美しさと人物の確実な描写に対する高い評価，とりわけ色の
23）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（40）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第353号（1996年11月）， 6頁。
24）	「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月，成城大学大学院文学研究科），
174頁。
25）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（41）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第354号（1996年12月）， 5頁。
26）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（51）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第368号（1998年 3 月）， 5頁。
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明暗や諧調による「美妙」な表現の称賛が確認できる。
　ポンペイのフレスコ画を実見した草牧は，「パリに戻ってからの勉強の方法が見えてきたような気がし
て興奮して歩き回った」と述べている27）。つまり，草牧はポンペイのフレスコ画を実見し，フレスコ画の
特徴である色彩の鮮やかさ，色彩の明暗や諧調による表現に美を感じ，これらを摂取した作品制作を行
う決意をしたといえよう。
　加えて，波光もポンペイの壁画に感心したようで，草牧と波光は二人で「リラを弾く女性」の部分を
模写し，複製も購入した。また，麦僊もポンペイの壁画を「デツサンの正確色の美しさ芸術の達する頂点
迠行つたかと思ふものも残つている」28）と評価しており，色彩や人物表現には日本画家を惹きつける要素
があったといえよう。
　鮮やかな色彩表現，色彩の対比や調和による美の表現という志向は，草牧が遊学した時期のフランス
の近代画家たちが目指した造形志向と共通する部分がある。次節では，フランス近代絵画に対する評価
を整理し，草牧の欧州遊学における西洋美術に対する見解の変化を明らかにする。
4 ，フランス近代絵画
　草牧のフランス美術への関心は，前期と後期とで変化がみられる。
　前期パリ滞在時の草牧は，クールベ，ミレー，コローら写実主義の画家たちを好み，とりわけ，ミレ
ーにはまるで聖書を見るようだと述べて，『ミレー伝』も読んだ。ミレーは敬虔なカトリック信徒の農家
に育ち，農民の生活と信仰を清いものとして描いた。草牧の遊学前の作品を見ると風景画を多く描いて
おり，加えて，プロテスタントの信徒としてもミレーの作品に共感を抱いていたと考えられる。
　しかし，前期において重要なのは，草牧に面と色彩の交錯による絵画という新しい芸術理論を示した
アンドレ・ロートの展覧会であると考えられる。ラ・リコルヌ画廊で開催されたロートの展覧会に，パ
リ到着後すぐの大正11年（1922） 6 月 8 日黒田に連れられて波光と二人で訪れた。ロートは，ネオ・キ
ュビスムと呼ばれる，対象を独特の明確な形態と色面に分解し再構成する理論を確立したとされる画家
である。草牧はロートの表現の確実さと色彩の美しさを称賛しており，「面と色彩とが吾人に与へる悦楽
を総て備えて居る点でか，見て居ると今までの大家の偉大な作品を見て居るのと同じ満足を与へられま
す」29）と絶賛した。ロートに師事した黒田は，ロートの指導について，絵画の備えるべき条件を幾何学な
セオリーで研究していく，絵画というものは直観的な印象や感じだけで描くべきでないと言っていると
草牧に伝えたようである。
　ロートの展覧会は，草牧だけではなく波光をも感心させ，波光にいたっては「自分の考えがすっかり
変わってしまった」「今までの絵画のやうに説明的な線や内容をつけなくつても，ロオト氏の作のやう
に，面と色との交錯だけで，現代の我々は充分満足が出来る」30）とまで述べたという。また契月も後日こ
27）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（52）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第370号（1998年 5 月）， 6頁。
28）	「土田麦僊滞欧書簡―妻・千代宛絵葉書」『美學美術史論集』第七号（1988年11月，成城大学大学院文学研究科），55頁。
29）	「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月，成城大学大学院文学研究科），
63頁。
30）	「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月，成城大学大学院文学研究科），
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の展覧会を訪れ感心したようである。
　麦僊の欧州遊学期の文字資料からは，ロートの展覧会を実見した記録を確認できなかったが，ピカソ
について「今後フランスでは一番よくなると思ふ」と述べており，新しい芸術理論に関心を持っていた
と考えられる。
　草牧，波光，麦僊，契月のネオ・キュビスム，キュビスムとの出会いからは，現代フランス絵画，す
なわち，形と色という，絵画の構成要素を自覚的に追究しようとする絵画とその芸術理論の受容が日本
画家たちにおけるイタリア美術受容をもたらしたと考えられる。つまり，日本画において絵画の構成要
素としての色と形の美しさを追究しようとしたとき，塗り重ねができないといった画材の不便さや，日
本画と共通する色調といった共通項から，13～15世紀のキリスト教絵画やポンペイの壁画などのフレス
コ画を摂取したという側面を指摘できよう。
　イタリア滞在後，後期のパリ滞在では，ルノワールとセザンヌに対する記述が増えた。
　ルノワールはポンペイの壁画に感動し豊かな色彩表現を確立しており，草牧の「赤い色調とカドミウ
ムとエメロオドとの陰影の美しさ」への感心からは31），ルノワールが影までも明るい色彩によって描くと
感動した麦僊と共通する観点が確認できる。草牧と麦僊はルノワールから色彩表現を学ぼうとしていた
のか，イタリア滞在を終えパリへ戻った頃の草牧は麦僊としばしば制作について語りあったようである。
　また，草牧はルノワールの「着衣の女が泉の水を汲む絵」を美しいと称賛しているが，水を汲む女性
は波光が多く描いたモティーフであり，さらに，晩花にも，水汲み女のスケッチ，大正15（1926）年第
5回国展に出品した《水汲みに行く女》があることから，会員たちが相互に影響を与えたのか，共通す
るモティーフへの興味が指摘できる。
　加えて，後期の草牧は，セザンヌを非常に高く評価しており，「ルノワールよりも誰よりもえらい」と
絶賛した32）。とりわけ，ローザンベール画廊のショーウインドーにあった，「マダム・セザンヌ」を気に
入り，「一筆たりとも間違ったところがない」33）と絶賛した。また，コレクターのペルランの邸宅を訪れ，
「カルトを弄ぶ人」「マダム・セザンヌ」「シヨツケエ氏像」などをはじめとしたセザンヌの作品を実見し
ており34），中でも「水浴」の未成品には，はっきりとした正確な線で輪郭をとり，その上から畳みかけて
塗っていくセザンヌの筆法，正確な線，三角形の構図を確認したようである。
　セザンヌやルノワールは，麦僊が熱心にコレクションした画家たちであり，また日本人画家に大きな
影響を与えた画家たちであるが，そのほかに草牧を惹きつけたフランス近代の画家にビシエールがいる。
ビシエールは，アンドレ・ロートらと親交を結び，キュビスムを代表する画家とされる。ビシエールの
作品のうち，ローザンベール画廊の「二人の女の大作」，「後ろ向きの裸婦人像」，「前向きの婦人像」や，
バルバサンジュ画廊の「ビシエール婦人」などを実見した草牧は，肉の色づけの美しさ，姿態の正確さ
63頁。
31）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（56）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第374号（1998年 9 月）， 4頁。
32）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（56）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第374号（1998年 9 月）， 5頁。
33）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（66）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第393号（2001年 2 月）， 2頁。
34）	「吹田草牧『渡欧日記』（続）連載（82）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第422号（2006年 1 月），8頁。「吹
田草牧『渡欧日記』（続）連載（83）」『京都国立近代美術館ニュース「視る」』第424号（2006年 5 月）， 8頁。
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に感心した。1922年制作のビシエール作品《花を持つ婦人》（国立西洋美術館所蔵）は，椅子に腰掛けた
花束を持つ婦人を描いているが，顔が左右で異なり，右手は緑色，婦人の衣服と右肩に掛けた黒のスト
ールは明確に区切られて色面のようになっているなど抽象化と色彩の対比が特徴的である。草牧の記述
からは，ビシエールの女性像，その色彩表現と人物描写への評価がうかがえ，後期にいたって，草牧の
西洋美術理解はキュビスムの画家にまで及んだと考えられる。
　草牧のフランス近代絵画に関する関心は，後期には「肉体を大きな塊に見て描く」「立体的な見方と渋
い色調」に向かっていった。このような芸術志向は，欧州遊学によって培われた西洋美術理解，すなわ
ち，フランス近代絵画における色と形による純粋な造形表現の追求への理解に基づくものであったと考
えられる。
三，欧州遊学期の作品
1 ，デッサン・模写
　書簡資料から読み取れる草牧の欧州滞在時の制作活動は，主に二種類に分けられる。一つは，デッサ
ンや模写など学習を目的とする制作，もう一つは，ヨーロッパの風景を，実見して得た西洋美術の理解
に基づいて描く，写生や作品の制作である。
　まず，デッサンと模写について整理したい。
　先述したとおり，草牧は，パリへ到着してすぐに，自分に足りないものはデッサンであると認識して
いる。また，自身の芸術理解について，本当にいいものがわからないという苦悩があったようである。
思い悩む草牧にアカデミー・グランド・ショミエールでの学習を勧めたのは黒田重太郎であった。アカ
デミー・グランド・ショミエールは，1902年に画家Martha	Stettlerによって設立され，マティスが教鞭
をとった時期もあり，モディリアーニ，レンピッカ，イサム・ノグチなども学んだ，モンパルナスの中
心にあるアカデミーである。国展の画家では野長瀬晩花もアカデミー・グランド・ショミエールに通っ
た。
　 6月20日，草牧は黒田と共にアカデミーを訪れ，それ以降はイギリス，ドイツ，イタリアなどに旅行
しながら，後期のパリ滞在期までデッサンの学習を続けた。 7月 6日の書簡では，クロッキーのクラス
に通っていると述べており，授業の内容は， 2時から 3時までは着衣のモデル， 3時から 4時までは裸
体， 4時から 5時までは裸体で25分ごとにポーズが変り， 5時から 7時までは 5分ずつでポーズが変る
というものであったようである。大正12年（1923）のスケッチ《裸婦》では，頭身のバランスにやや狂
いがあるものの，力のある線で堅実に姿態を写し取ろうとした努力が見てとれる。さらに，書簡資料か
らは，デッサンの学習により，草牧がルーヴル美術館の絵画や彫刻への理解を深め，アッシリアの彫刻
の単純で力強い美しさに感動を覚えた様子が確認できた35）。デッサンの学習とそれによる西洋美術理解の
変化からは，人物の形態を素早く描画する技法の学習により，草牧が人物の簡潔で力強い描写という観
35）	「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月，成城大学大学院文学研究科），
76頁。
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点を得て，古代彫刻に対する興味を深めたと考えられる。
　後期のパリ滞在では，作品制作の時間が増えたために，アカデミーでの学習時間は減ったようである。
時折，アカデミーでテンペラや水彩を用いたデッサンも行ったようであるが，後期はアカデミーでの学
習よりも，本制作に重点を置いている。後期には草牧はある程度のデッサンの技術を身に付けており，
アカデミーに通う必要がなくなったためか，あるいは，依頼画の制作に追われ，学習する余裕がなくな
ったためであろう。
　デッサンが人物の形態を簡潔に素早く描画するための学習であるとすると，模写は画題，構図，遠近
法，色彩表現なども学習の対象に加えられるであろう。草牧の模写は，《ジョバンニ・ダ・ミラノ作「我
に触れるな（キリスト復活）」部分模写》（図 7 ）《ニッコロ・ジェリイニ作「マリア戴冠」部分模写 1
（全身）》《ニッコロ・ジェリイニ作「マリア戴冠」部分模写 2（頭部）》（いずれも大正11年（1922），京
都国立近代美術館）が残されており，日記の記述によると，パドヴァ，スクロヴェーニ礼拝堂のジョッ
トのフレスコ壁画《キリスト降誕》（図 4）《死せるキリストへの哀悼》（図 5），ローマ国立博物館のポ
ンペイの壁画に描かれたリラを弾く女なども模写したようである。
　文字資料で確認できた模写の主題をみると，リラを弾く女を除き，多くがキリストの復活，聖母戴冠，
キリスト降誕，ピエタといった，キリスト教を主題としたものである。また，聖母への関心，言い換え
れば，女性像への関心がうかがえる。構図をみると，《ジョバンニ・ダ・ミラノ作「我に触れるな（キリ
スト復活）」部分模写》では，後景にあたる丘と樹木に遠近感が描写しておらず，そのため平面的になっ
ている。背景の樹木や空と雲の描写は筆触を残し点描のような手法も用いており印象派を想起させる。
グアッシュを用い，キリストやマリアの人体は，明暗によって表現されている。色彩は不透明で白っぽ
く，フレスコ画の肌理を意識したと考えられ，柔らかな印象を与える。
　《ニッコロ・ジェリイニ作「マリア戴冠」部分模写 1（全身）》《ニッコロ・ジェリイニ作「マリア戴
冠」部分模写 2（頭部）》は，旗を持つ人物が左上を見る横向きの姿を描いている。光輪があるため聖人
であると考えられる。光輪と衣の金色に対して，左側には黒い布のようなものが描かれ，右側の背景は
青となっており，色彩の対比と調和の工夫がうかがえる。全身模写，頭部模写どちらもパステルや色鉛
筆で彩色をしており，色彩表現に対する関心の強さが感じられる模写である。
　本節では，デッサンや模写から，欧州遊学期の西洋美術に対する学習の様子を検証した。それにより，
遊学期の草牧が，人物デッサンにより形態を簡潔に捉える技法を，模写により柔らかく明度の高い色彩
とそれらの対比と調和による効果を学習しようとしたと理解できた。次節では，ヨーロッパの風景を描
いた写生と，それらを基に制作した作品について検討を加える。
2 ，ヨーロッパで制作した風景画と《ポジリポの漁家》
　ヨーロッパで制作した風景画のうち，現在「吹田草牧展」の図録から確認できるのは31作品である。
描いた場所は，グランゾーギュスタンやセーヌ河岸などパリの風景と，イタリア風景，麦僊も題材とし
たヴェトイユ，南仏，カンペールやポンタヴェン，コンキャルノーなどブルターニュ地方が確認できる。
特に，イタリア風景が多く，ヴェネツィア，フィレンツェ，アッシジ，ローマ，ナポリなどの風景を主
題とした。
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　また，文字資料からも，写生を行ったという記述がある場所を確認できた。パリでは，ポン・ヌフ橋
下の公園，リュクサンブール公園のほか，セーヴルやモンモラシー，ムードンといった地域や，ゴッホ
やピサロ，セザンヌが滞在したオーヴェル＝シュル＝オワーズなども訪れたようである。さらに，カン
ペール，ポンタヴェン，コンキャルノーなどゴーギャンが暮らしたブルターニュ地方へも写生旅行をし
た。イタリア滞在時には，ヴェネツィアのドゥカーレ宮付近やホテルの部屋の横にあるバルコニーから
見えた景色，フィレンツェのサン・ミニアート・アル・モンテ教会やピッティ宮殿，カステルヌオーヴ
ォ，ローマのサンティ・ネレオ・エ・アキレオ聖堂，アマルフィなどで写生したようである。後期には，
イタリア風景を作品として制作した様子もうかがえ，前述した図録で確認できないモティーフとして，
アッピア街道の風景，カンパーニャ・ロマーナの羊飼いなどが確認できた。
　文字資料で確認できた風景画の主題をみると，モンモラシーでは，丘の上の果樹園や林檎畑の向こう
に赤い屋根の家の見える景色を写生場所として選んでおり，草牧はピサロが好んで描いた田園風景の影
響を受けたと考えられる。
　また，画面構成をみると，《グランゾーギュスタン河岸の三月》（図 8）や《セーヌ河岸の古本屋》（図
9）など画面左中央付近に消失点を設定した遠近法を用いる構図や，《フィレンツェの坂道》（図10）《コ
ンキャルノーの村》（図11）など前景から後景へと向かって道が続いている構図を好み，三次元の空間を
表出しようとする工夫がうかがえる。
　図録で確認できる作品のうち，《ポジリポの漁家》（図 3），《グランゾーギュスタン河岸の三月》二作，
《セーヌ河岸の古本屋》《セーヌ川の釣人》は絹本に着色で描いているが，ほかの作品は紙に鉛筆か着色
で描いている。日記や書簡の記述によると，草牧は戸外で構図を探しながら風景を写生し，室内でそれ
らの写生を基に絹を用いた制作を行っており，紙に描いた作品は写生や習作としての性格が強いもので
あると考えられる。草牧の日記には制作の過程も記されており，絵絹を枠に貼り，ドーサを引くと，写
生を基に鉛筆で絵絹にあて，骨描，彩色を行うという手順で制作したようである。
　表現の特徴をみると，線描は太くややもたつきがあり，素朴な印象を受ける。色彩は穏和で赤茶色が
よく用いられている。絹に着色をした作品では，輪郭線を目立たせず，明暗によって立体感を表現する
手法も確認できる。
　また，モティーフに関して家の形，色が面白いとする記述もよく見られ，《アッシジ》（図12）《アッシ
ジ「村」》（図13）では，いくつもの家が連なる風景を選んで主題としている。また，同じモティーフの
繰り返しという観点から見れば，《ナポリの港》（図14）においても，赤と緑のラインの入った船が連な
って停泊する様子を描いている。これらのモティーフは，微妙に角度を変えて繰り返す描写からいって
も，アンドレ・ロートの《セビリア》（1922年），《港のボート》（1918-19？●20年）などに描かれた家や
ボートを想起させる。草牧の描いた風景は，素朴な線描と色彩の描写や，そこで暮らす人々を描いてい
ることで穏やかな作品に仕上げられているが，家やボートの描写からは，形や色の繰り返しによる造形
効果への草牧の関心が指摘できよう。
　そこで，ヨーロッパで制作した風景画の特徴をふまえて，欧州遊学期の代表作とされる《ポジリポの
漁家》における表現を分析したい。《ポジリポの漁家》は，大正12年（1923）11月，関東大震災のため中
止された帝展に代わるものとして，大阪毎日新聞社主催により大阪で開催された日本美術展に出品され
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ており，草牧の欧州遊学を代表する作品とされる。
　上薗四郎氏は，「従来にない陰影と光の表現を行い，イタリア中世絵画研究の一端を示している」と評
価されている36）。上薗氏が指摘されるように，《ポジリポの漁家》は欧州遊学期の作品の中でも異なる様
式を示しており，他の風景画にはない色調で全体を統一している。色彩表現に着目すると，草牧が好ん
だジョットは青，赤，金，緑といった鮮明な色彩を用いているが，《ポジリポの漁家》は茶色を基調とし
た渋い色調である。
　また，田中日佐夫氏は，光の表現に対して，海岸線に沿って立つ漁夫の家が夕陽をあびて光にあふれ
た一瞬を表現しているとされ，三重県波切の大王崎の漁村で石つくりの村のたたずまいとそこに働く人
たちを描き続けていた国展の画家たちの心を感じ，画面の暗溶ともいうべき雰囲気の中に光がただよう
具合など波光に共通すると指摘されている37）。波光の《臨海の村》と《ポジリポの漁家》は，抑えた色味
と樹木の表現などに共通する雰囲気がみられる。《臨海の村》が画面下部にごつごつとした岩と桶を頭に
載せて運ぶ女性を大きく描き，その上部に樹木と村の人々や家を積み上げるように描き，力強さを強調
しているのに対して，《ポジリポの漁家》は前面に船を配置し，画面の下部中央に小さく描かれた家族に
目線が導かれる構図により，より穏和な風景となっている。素朴で温かみのある人間の生活を描いた風
景画には波光の遊学期の作品とも共通する雰囲気が感じられる。
　筆者は，先行研究で指摘されるイタリア中世絵画と波光からの影響に加えて，草牧がフランス近代絵
画の動向にならい，立体的な表現と渋い色調による新たな様式を試みたと指摘したい。
　《ポジリポの漁家》のモティーフは，色と形による造形効果に対する草牧の関心に適したモティーフで
あった。草牧はポジリポを訪れた感想を次のように記している。
海岸へ出ると，そこには三軒の家のある，小さい部落になつて居ました。そこの家の赤く塗つた壁
や，崖の洞窟にきりこんだ家の形などが面白いので写生をはじめました。38）
ここで記された風景は，《ポジリポの漁家》に描かれた，三軒の家，中央に赤い壁の家がある風景と共通し
ており，《ポジリポの漁家》は草牧がポジリポで興味を抱き写生した風景を基に制作されたと考えられる。
　長方形ともいえる三軒の家は《アッシジ「村」》《アッシジ》における連なる家と，三隻のボートは《ナ
ポリの港》における停泊するボートと，同じあるいは似た形のモティーフを少し角度を変えて繰り返す
描写が共通しており，モティーフの形態に対する関心がうかがえる。色彩は茶褐色の色調であり，フラ
ンス近代絵画の「立体的な物の見方と渋い色調」を評価した草牧が，作品に渋い色調を摂取しようとし
たと考えられる。さらに，建物の壁の赤と青，船の青と緑のラインがアクセントとなっており，単調な
色彩とならないよう，対比と調和について工夫している。すなわち，家やボートというモティーフとそ
36）	上薗四郎「吹田草牧の画業」『吹田草牧―日本画と洋画のはざまで―』（笠岡市立竹喬美術館，1995年），78頁。
37）	田中日佐夫「吹田草牧の作品と文章―下―「ポジリポの漁家」の場合」『三彩』498号（1989年 3 月），89頁。
38）	「吹田草牧のヨーロッパからの書簡」『美學美術史論集』第八号第二部（1991年 1 月，成城大学大学院文学研究科），
190頁。
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の描写や茶褐色の色調と赤，青，緑の対比からは，文字資料から確認できた，同時代のフランス近代絵
画における色と形による純粋な造形表現の追求の摂取がうかがえ，草牧が欧州遊学で学んだ新しい芸術
理論を《ポジリポの漁家》で実践しようとしたといえよう。
おわりに
　本論文では，これまで吹田草牧の欧州遊学における西洋美術受容を論じてきた。欧州遊学において，
草牧は主にアッシリアやエジプト，ギリシャ，インド，中央アジアの壁画や浮彫といった広義の古代美
術，イタリア・ルネサンスの絵画，ポンペイの壁画，セザンヌ，アンドレ・ロート，ビシエールといっ
た後期印象派やネオ・キュビスムの画家を中心とするフランス近代絵画を実見した。
　これらの美術に対する草牧の評価の観点は，プリミティブな造形，鮮やかな色彩，色彩の対比と調和
にまとめられる。こうした評価の背景には，形と色という絵画の構成要素への自覚的な関心が指摘でき
よう。また，麦僊や波光といった国画創作協会の画家も，欧州遊学により，形と色の追究という造形表
現における純粋志向を，同時代のフランス絵画の動向として意識したと確認できた。このような西洋絵
画の動向を日本画に摂取しようとしたとき，フレスコ画の色彩表現や人物表現はより日本画家を惹きつ
けたと考えられる。つまり，日本画における純粋な造形の美しさとはなにかを思案し，フレスコ画の色
彩表現や肌理を摂取しようとしたといえよう。
　そこで，草牧の造形志向をふまえて，欧州遊学期のデッサンと模写，ヨーロッパで制作した風景画を
分析し，草牧がどのような立場から制作を行ったのかを検討した。草牧はデッサンでは簡潔な人体の描
写を，模写では主に色彩表現を学習しており，風景画ではヨーロッパの風景を遠近法に基づいた構図，
茶褐色を基調とした色彩で穏やかに表現しているが，家やボートなどのモティーフを，角度を変えて繰
り返す，ロートを想起させる作品も描いている。《ポジリポの漁家》はイタリア中世絵画や波光の影響を
受けただけではなく，形と色による造形の追究という新しい芸術理論を実践した作品であると考えられ
る。
　欧州遊学が果たした役割は，遊学前後の作品制作と関連して論じる必要があるが，本論文では，欧州
遊学期の文字資料の整理に重点を置き，遊学前後の芸術理論や作品については詳しく扱わなかった。し
かし，草牧が帰国後に制作した《醍醐寺泉庭》（昭和 3年・1928年）は麦僊が帰国後に制作した《舞妓林
泉図》（大正13年・1924年）を基礎に置いているとされており，今後は，欧州遊学で実見した西洋美術や
それらに対する理解を帰国後の作品にどのように反映させたのかを論じていく必要があるであろう。
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図 6 　吹田草牧《ジョバンニ・ダ・ミラノ作「我
に触れるな（キリスト復活）」部分模写》
図 2 　吹田草牧《伊豆夏景》
図 4 　ジョット《キリスト降誕》
　　　パドヴァ，スクロヴェーニ礼拝堂図 3 　吹田草牧《ポジリポの漁家》
図 5 　ジョット《死せるキリストへの哀悼》
　　　パドヴァ，スクロヴェーニ礼拝堂
図 1 　吹田草牧《神島》
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図 8 　吹田草牧《セーヌ河岸の古本屋》図 7 　吹田草牧《グランゾーギュスタン河岸の三月》
図 9 　吹田草牧《フィレンツェの坂道》 図10　吹田草牧《コンキャルノーの村》
図11　吹田草牧《アッシジ》 図12　吹田草牧《アッシジ「村」》
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〔挿図出典〕
挿図 1～ 3， 6～10，12，13：『吹田草牧―日本画と洋画のはざまで―』（笠岡市立竹喬美術館，1995年）。
挿図 4 ～ 5 ：ルチアーノ・ベッローシ著「ジョット　フィレンツェ絵画の先駆者」『イタリア・ルネサンスの巨匠たち』
［野村幸弘訳］ 2（東京書籍，1994年）。
挿図11：上薗四郎，徳山亜希子，山田美佐子，河合志穂編集『日本画家が描いた西洋風景―滞欧作を中心として―』（笠
岡市立竹喬美術館，稲沢市荻須記念美術館，2013年）。
図13　吹田草牧《ナポリの港》
